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紀尾井⼩ホール(５階)

前売 3,500円

紀尾井ホールチケットセンター Tel:03-3237-0061

紀尾井ホールウェブチケット http://www.kioi-hall.or.jp/

ギタルラ社東京古典楽器センター Tel:03-3952-5515

e-plus （イープラス） https://eplus.jp

宮廷⾳楽舞踊 https://kyuteimusic.wixsite.com/dance

主催：宮廷⾳楽舞踊

後援：Tokyo芸術と健康の会

2012年 ⽉ ⽇（⼟）

14:30 開演 14:00 開場

東京都千代⽥区紀尾井町6番5号

JR四ツ⾕駅・地下鉄丸の内線/南北線

4 20

当⽇ 4.000円
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リコーダー リュート ヴィオラ・ダ・ガンバ タンバリン ダンス ダンス

レオナルド・ダ・ヴィンチとフランソワ1世の友情あふれる芸術〜アンボワーズ城の宴
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コルネット リラ・ダ・ブラッチョ プサルテリオン

ランベール甲斐 あきよ

フィレンツェより

来⽇。



桐朋学園⼤学古楽器科卒業後、スイス政府給費留学⽣としてバーゼル・スコラ・カントール

ムに留学。コンチェルト・パラティーノ、アンサンブル≪ＰＡＮ≫、アンサンブル≪ラ・

フェニーチェ≫のコンサート及び録⾳に参加するなど、ヨーロッパ各地で活躍する。また、

映画「⽿をすませば」などの⾳楽を担当、⼤河ドラマに出演など幅広い活動をおこなう。

東京藝術⼤学リコーダー科講師を経て、2013年バロックオペラ上演プロジェクト≪オペラ・

フレスカ≫を設⽴、モンテヴェルディ「オルフェオ」、カッチーニ「エウリディーチェ」な

どを本邦初演、⾳楽監督及び指揮者を歴任。東京室内歌劇場公演にてＦ・カヴァッリのバロ

ック・オペラ『ラ・カリスト』を指揮。合唱団≪ラ・ヴォーチェ・オルフィカ≫指揮者。古

楽アンサンブル≪アントネッロ主宰≫。2019年には「題名のない⾳楽会」に出演。

オランダ王⽴ハーグ⾳楽院留学。佐藤豊彦に師事。時代や⾳楽に合ったリュート（撥弦楽器）

とガット弦（⽺などの腸）をうまく組み合わせ、時代にふさわしい使い分けをおこなってい

る数少ない奏者である。ガット弦を⽤いる事により、歴史的な表現を引き出す演奏スタイル

で⼈気を博している。ソロCD「やすらぎのガット」でデビュー。「皇帝のビウェラ・市⺠

のリュート」「パッヘルベル 恋⼈のため息」「テオルボの⾳楽」の3枚が「レコード芸術誌

「準特選盤」となる。また佐藤豊彦・佐藤美紀との三重奏CD「ネーデルランドのリュート⾳

楽」が、同「特選盤」に選ばれる。2019年には、ソロCD「フランス・ルネサンスのギター

とリュート」を新リリース。春にソロリサイタルを開く。

東京⾳楽⼤学ヴァイオリン専攻卒業。卒業後ヴィオラ・ダ・ガンバとバロックヴァイオリ

ンを神⼾愉樹美⽒に師事。1999年に濱⽥芳通⽒に出会い、⽒の率いる古楽アンサンブル

≪アントネッロ≫の⽬指す『作品が⽣まれた時のスピリットを⼤切に、躍動感、⽣命⼒が

備わった⾳楽の持つ根源的な魅⼒を明らかにする』という信条に深く共鳴し感銘を受け、

研鑽を積みながら、⾃らの内⾯にある⾳楽の探求を続けている。第14回古楽コンクール

⼊選。フェリス⼥学院⼤学ヴィオラ・ダ・ガンバ講座副⼿歴任。通奏低⾳奏者、またソリ

ストとしての活動に加え、最近では、リラ・ダ・ブラッチョの演奏、研究も⾏っている。

フィレンツェ出⾝。フィレンツェ⼤学建築学ディプロマ取得。イタリア歴史上の建築に

おいての⾳楽や舞踊を研究。同⼤学付属合唱団に⼊団。テノールを担当。フィェソーレ

⾳楽学校にて声楽を始め、ケルビーニ⾳楽にてバロック声楽を学ぶ。スペイン古典舞

踊やフラメンコ、イタリアルネサンスと出会い研鑽を積む。L.ドラディ、B.ゴンドーニ

などと共に数多くの公演に出演。かたわら、ジョヴァンニ・メディア学校にて、イタリ

アルネサンスなどの伝統⾐装やスタイル、様式ついて研究を続けている。

⽇本で唯⼀のタンバリン専⾨の演奏家。世界中のタンバリンやフレームドラムを演奏し

「タンバリン博⼠」と呼ばれている。ドラムセットの⾳を出しながらメロディーまで奏

でることができる「タジバリン」などのオリジナルタンバリンも制作、演奏。毎年ドイ

ツで⾏われるフレームドラムフェスティヴァル「タンブリ・ムンディ」に招待され、コ

ンサート、レクチャーを⾏なう。120分たった1⼈で演じるタンバリン尽くしのエンター

テイメント「タンバリン教」を各地で開く。またアントネッロと共に《天正遣欧少年使

節の物語》など数多くの古楽公演やパーカッション公演に出演。

ジャズマンの⽗の影響で⾳楽の道に進む。⻑年パリに在住。現地でバロックダンス、バ

ルセロナで中世⾳楽と⺠族舞踊に出会う。武道を経てバレエを再開。ミラノにてルネサ

ンスダンスや古典劇を学ぶ。幕間劇『ラ・ペッレグリーナ』やスフォルツァ宮殿でのダ

ンス公演に多数出演。⽇本で濱⽥芳通⽒に出会い感銘を受け、2018年より⽇本公演を実

施。療法的な⾝体表現を探求し、イタリアやフランスの宮廷ダンス古⽂書を研究を指導

している。竪琴(ライアー)奏者でもある。国⽴⾳⼤教育⾳楽科、コンセルヴァトワール

尚美声楽科卒。⼆期会オペラ研修所後、パリ・エコールノルマル⾳楽学校声楽科卒。ソ

ルボンヌ⼤学芸術療法(⾳楽)卒。⽇本芸術療法学会会員。ダンス介護予防指導員。ダン

ス療法学会会員。フランス国家登録認定⾳楽療法⼠。
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ランベール甲斐 あきよ Akiyo Lambert-Kai

アンジェロ・パオロ・デ・ルチア Angelo Paolo de Lucia

⽥島 隆 Takashi Tajima

なかやま はるみ Harumi Nakayama

櫻⽥ 亨 Toru Sakurada

濱⽥芳通 Yoshimichi Hamada


